
富岡町における
除染の進捗状況について

令和３年３月１６日 環境省 福島地方環境事務所

資料４



○避難指示解除済区域（フォローアップ除染等）

・町による線量率測定結果等を踏まえて、個別のホットスポット解消に向けて取り組んでい
○るところ

○特定復興再生拠点区域除染工事進捗状況（令和3年2月末時点）

・残りは未同意画地、解体検討中建物がある画地等。引き続き、残りの除染を進める。

・いずれも速報値のため、今後の精査で変わりうる

除染状況について （１）

※宅地は除染に先行して解体実施中
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・未同意の主な理由

・東電賠償未了

・避難指示解除直前の除染を希望

・解体を検討中

・町と協力し、さらに同意取得率を高めていく。

２

参考：地区別同意取得率（令和3年3月3日現在）

除染状況について （２）



○避難指示解除済区域（令和3年2月末時点）

・解体申請数2,885件、解体完了2,883件。これらは今年度中にすべて解体予定。

・大型特殊建物6件（富岡第一小学校、富岡第二小学校、合宿センター、富岡

５ 第二中学校、給食センター、夜ノ森幼稚園）はすべて解体完了。

富岡第二中学校

（施工前） （施工後）

解体状況について （１） ３



解体状況について （２）

○特定復興再生拠点区域（令和3年２月末時点）

・ 夜の森先行地区：解体申請数252件、解体完了225件

・ A 地 区 ：解体申請数398件、解体完了325件

・ B C 地 区 ：解体申請数125件、 解体完了92件

合計 解体申請数775件、解体完了646件 （「解体完了」は上屋解体が完了した数）

※未完了129件の内、着手可能な29件は3月末までに解体完了見込み。申請書類が揃ってい

○ る約50件についてもその後速やかに着手予定。

・リフレ富岡は解体完了、基礎撤去中。6月までに埋め戻し・整地まで完了予定。

・旧消防署は埋戻・整地まで完了。

・新夜ノ森団地は１号棟、２号棟、５号棟、６号棟は基礎撤去完了、 ３号棟は基礎

撤去中。令和３年３月末頃に埋戻・整地まで完了予定。

・夜の森保育所は基礎撤去中。令和３年３月末頃に埋戻・整地まで完了予定。
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特定復興再生拠点区域の除染・解体のスケジュール ５

・引き続き特定復興再生拠点内の除染を最優先する。
・事後モニタリング：令和2年度は先行エリアを実施。令和3年度は全域を実施予定。
・ホットスポット等があった場合には除染方法を検討、実施（フォローアップ除染）。



６参考 特定復興再生拠点区域内および外縁位置図

A

先行除染

先行解除区域

B

C

外縁除染範囲
（仮置場除く）

原則として特定復興再生
拠点から、宅地・農地は
20m範囲内にある一筆を
除染、森林・道路は最大
20mの範囲を除染。



特定復興再生拠点区域における除染の効果 ～線量率メッシュマップ～ ７

【空間線量率100cm】（n=21,106）
【除染前】 【除染後】

※測定時期 除染前：2013年12月5日～2020年11月26日、除染後：2013年12月23日～2021年1月27日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。
※国道6号線は本データには含んでおりません。
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特定復興再生拠点区域における除染の効果 ～線量率ヒストグラムの変化～ ８

【空間線量率 地表から100cm 全体】（n=21,106）

除染前平均値 1.97μSv/h 標準偏差（σ=1.06）

53％低減

除染後平均値 0.93μSv/h 標準偏差（σ=0.70）
除染前

除染後

※測定時期 除染前：2013年12月5日～2020年11月26日、除染後：2013年12月23日～2021年1月27日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。
※国道6号線は平成24年度に除染作業を実施しており、令和3年度の事後モニタリングで線量率測定を行うため、本データには含んでおりません。
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特定復興再生拠点区域における除染の効果 ～線量率ヒストグラムの変化～

※測定時期 除染前：2015年3月16日～2020年11月26日、除染後：2015年3月30日～2021年1月27日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。
※国道6号線は平成24年度に除染作業を実施しており、令和3年度の事後モニタリングで線量率測定を行うため、本データには含んでおりません。

９

【空間線量率 地表から100cm 宅地】（n=12,391）

除染前平均値 1.85μSv/h 標準偏差（σ=1.01）

64％低減

除染後平均値 0.66μSv/h 標準偏差（σ=0.36）
除染前

除染後
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特定復興再生拠点区域における除染の効果 ～線量率ヒストグラムの変化～ １０

【空間線量率 地表から100cm 農地】（n=1,151）

除染前平均値 2.27μSv/h 標準偏差（σ=0.43）

68％低減

除染後平均値 0.72μSv/h 標準偏差（σ=0.29）

※測定時期 除染前：2016年8月23日～2020年11月3日、除染後：2016年8月25日～2020年11月28日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。
※国道6号線は平成24年度に除染作業を実施しており、令和3年度の事後モニタリングで線量率測定を行うため、本データには含んでおりません。

除染前

除染後
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特定復興再生拠点区域における除染の効果 ～線量率ヒストグラムの変化～ １１

【空間線量率 地表から100cm 森林】（n=1,081）

除染前平均値 2.58μSv/h 標準偏差（σ=0.58）

11％低減

除染後平均値 2.29μSv/h 標準偏差（σ=0.58）

※測定時期 除染前：2015年9月15日～2020年10月14日、除染後：2016年2月24日～2020年12月3日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。
※国道6号線は平成24年度に除染作業を実施しており、令和3年度の事後モニタリングで線量率測定を行うため、本データには含んでおりません。

除染前

除染後
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特定復興再生拠点区域における除染の効果 ～線量率ヒストグラムの変化～ １２

【空間線量率 地表から100cm 道路】（n=5,175）

除染前平均値 1.98μSv/h 標準偏差（σ=1.22）

36％低減

除染後平均値 1.26μSv/h 標準偏差（σ=0.85）

※測定時期 除染前：2013年12月5日～2020年11月10日、除染後：2013年12月23日～2020年11月23日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。
※国道6号線は平成24年度に除染作業を実施しており、令和3年度の事後モニタリングで線量率測定を行うため、本データには含んでおりません。

除染前

除染後



夜の森先行除染区域における除染の効果 ～線量率メッシュマップ～ １３

【空間線量率 地表から100cm】（n=2,997）

【除染前】 【除染後】 【R2事後】

※測定時期 除染前：2014年3月4日～2019年11月9日、除染後：2014年3月14日～2019年11月26日、事後モニタリング：2020年9月10日～2021年1
月22日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。
※国道6号線は本データには含んでおりません。
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【空間線量率 地表から100cm 全体】（n=2,997）

除染前平均値 1.91μSv/h 標準偏差（σ=0.99）

55％低減

除染後平均値 0.85μSv/h 標準偏差（σ=0.55）

除染前

除染後

R2事後76％低減

R2事後モニ平均値 0.46μSv/h 標準偏差（σ=0.25）

夜の森先行除染区域における除染の効果 ～線量率ヒストグラムの変化～ １４

※測定時期 除染前：2014年3月4日～2019年11月9日、除染後：2014年3月14日～2019年12月26日、事後モニタリング：2020年9月10日～2021年1月22日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。
※国道6号線は平成24年度に除染作業を実施しており、令和3年度の事後モニタリングで線量率測定を行うため、本データには含んでおりません。
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除染前平均値 1.86μSv/h 標準偏差（σ=0.95）

58％低減

除染後平均値 0.78μSv/h 標準偏差（σ=0.41）

75％低減

R2事後モニ平均値 0.46μSv/h 標準偏差（σ=0.25）

夜の森先行除染区域における除染の効果 ～線量率ヒストグラムの変化～ １５

【空間線量率 地表から100cm 宅地】（n=2,298）

※測定時期 除染前：2015年3月16日～2019年8月30日、除染後：2015年3月30日～2019年12月26日、事後モニタリング：2020年9月10日～2021年1月22日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。
※国道6号線は平成24年度に除染作業を実施しており、令和3年度の事後モニタリングで線量率測定を行うため、本データには●含んでおりません。

除染前

除染後

R2事後
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【空間線量率(μSv/h)】

除染前平均値 2.21μSv/h 標準偏差（σ=0.54）

68％低減

除染後平均値 0.71μSv/h 標準偏差（σ=0.26）

79％低減

R2事後モニ平均値 0.46μSv/h 標準偏差（σ=0.18）

夜の森先行除染区域における除染の効果 ～線量率ヒストグラムの変化～ １６

【空間線量率 地表から100cm 農地】（n=24）

※測定時期 除染前：2016年8月23日～2018年7月13日、除染後：2016年8月25日～2018年9月14日、事後モニタリング：2020年11月6日～2020年12月25日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。
※国道6号線は平成24年度に除染作業を実施しており、令和3年度の事後モニタリングで線量率測定を行うため、本データには●含んでおりません。

除染前

除染後

R2事後
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【空間線量率(μSv/h)】

除染前平均値 2.03μSv/h 標準偏差（σ=1.03）

37％低減

除染後平均値 1.27μSv/h 標準偏差（σ=0.86）

76％低減

R2事後モニ平均値 0.48μSv/h 標準偏差（σ=0.27）

夜の森先行除染区域における除染の効果 ～線量率ヒストグラムの変化～ １７

【空間線量率 地表から100cm 道路】（n=505）

※測定時期 除染前：2015年1月19日～2019年11月9日、除染後：2015年2月12日～2019年12月19日、事後モニタリング：2020年9月10日～2021年1月15日
※平成25年以降に実施した各工事での除染施工前後の空間線量率を採録しています。
※除染前と除染後を比較するため、前後の測定値が揃ったデータのみを使っています。
※隣地に未除染の土地があり、高い数値を表示する場合があります。
※空間線量率は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰は含まれません。
※一方、大地（含大気）の自然放射性核種からの放射線影響が含まれます。
※国道6号線は平成24年度に除染作業を実施しており、令和3年度の事後モニタリングで線量率測定を行うため、本データには●含んでおりません。

除染前

除染後

R2事後


